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2026年8月24日（月) 

ドル安とクロス円の円安、持続と調整焦点 

米日の国債と中銀政策、米イラン、米決算などにらむ 

今週の為替相場は全般的なドル安とクロス円（円の対非ドル通貨相場）での円

安に関して、持続と反動調整をにらんだ展開となる。週間予想はドル/円が

157.30－160.30円、ユーロ/円が183.80－187.40円。前週は米財務長官による米

国債の買い戻し増額方針により、米国債金利の低下（米債価格は上昇）や米国の

政策疑念等でドル安が進んだ。対ドルでの非ドル高により、クロス円では非ドル

の連れ高と円安が進んだほか、日本の財政懸念等も円安の要因になっている。今

週は米日の国債と中銀政策、米イラン、米企業決算発表などが焦点になる。 

 
米財務省とFRB、政策面で信用改善となるか否か見極め 
 
今週の為替相場で注目されるのは、米国の国債金利と米財務省・FRBの政策動

向だ。前週は米国の長期国債金利上昇（米国債価格は下落）に対し、ベセント米

財務長官が19日に買い戻しの増額方針を示した。米国債金利は低下の場面があ

り、為替相場では全般ドル安に振れている。 

米債金利の低下は一時的にとどまったが、その後もドル安の圧力が続いてい

る。ドル安の背景としては、「米国の財政赤字の深刻さと米財務省の危機感が再

認識された」、「米財務省による米債金利の低下策は、ドル押し下げ政策との疑

念を生んでいる」、「米財務省は8月5日に今後四半期の米国債発行計画を公表し

たが、その段階で買い戻し増額は示されておらず、5日以降の米国債金利の上昇

を受けて買い戻し増額を示したことで、場当たり対応といった政策不信を招い

た」、「米国債の金利上昇と価格下落の重要原因である財政赤字の削減努力は後

回しにされている」といった要因がある。 

それに対してベセント米財務長官は20日、「（8月24日からの週の）週初めに

かけて財政健全化を一段と重視する方針を発表する」と述べている。今週以降、

こうした財政健全化策を含めて、米国の国債と政策対応の不信が是正されると、

全般的にドルは反発。反対に財政健全化策などの発表が遅れる場合や、内容が失

望となれば、全般的なドル安は持続となる。 

今週の米国では8月27日から29日に米カンザスシティ連銀主催によるジャクソ

ンホール経済政策シンポジウムが開催され、28日にウォーシュ米FRB議長が講演

を行う。ウォーシュ氏が米債金利上昇の一因であるインフレ上昇懸念に対し、今

後の利上げを含めてインフレ封じのタカ派姿勢を示すと全般ドル高の余地があ

る。 

反対にウォーシュ氏が持論である「先行きの見通しを示さない」姿勢を貫く

と、先行き不透明感と不安感でドルは下落となりやすい。同時に「インフレは先

行き低下へ」などとインフレ鎮静への楽観（ハト派）発言があると、インフレ後

手対応の懸念により、全般ドル急落と米国債金利は急上昇（米国債価格は下落）

といった波乱余地も残されている。 

今週の米国統計では26日に7月PCEデフレーター（個人消費支出の価格指数）と

いう物価指標が予定されている。こちらは7月時の米イラン停戦と資源下落など
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により、下振れが意識されやすい。 

為替相場でのドル/円は前週以降、米国債金利の低下や米国の国債・政策に対

する不信感などにより、ドル安の場面があった。一方で他通貨に比べると、ドル

安・通貨高の度合いは限られている。 

その背景としては、「金利差面で米国債金利の上昇局面では、日本比での上振

れ優位がドルを下支えする」、「日本も米国と同様に国債・財政・政策への不安

感を抱えている」、「対ドルでの非ドル通貨の上昇で、クロス円では非ドル高・

円安となっており、ドル/円での円高圧力が中和されている」、「日本は輸入増

と貿易収支の悪化が再燃となり、原油など米国からの輸入も増加していること

で、ドルの押し目買い（円の戻り売り）需要が増加している」といった要因があ

る。 

今週のドル/円は158－160円レンジを中心として、次なる方向性を模索する展

開が続く。その他の注目点は以下。 

＜ドル/円、週足の下値抵抗線巡る攻防＞ 

ドル/円は7月後半からドルが急反落となったあと、ドル反発を経て上げ渋りと

なっている。週足テクニカルでは昨夏以降のドルの下値抵抗線について、上下動

を経ながらも上抜け維持できるか。完全に下回っていくかの攻防になっている。 

ブルームバーグのレートによると、前週末8月21日時点における下値抵抗ライ

ンの数値は以下のようになっている。週足・一目均衡表の基準線158.99円、30週

移動平均線158.91円、36週移動平均線158.63円、40週移動平均線158.36円、13週

移動平均線を中央値としたボリンジャーバンドのバンド下限157.28円、52週移動

平均線156.50円、週足・一目均衡表の雲上限（先行スパン1）154.12円。 

＜クロス円の週足、節目ライン上抜け攻防＞ 

為替相場のクロス円（円の対非ドル通貨）取引は、週足テクニカルで重要節目

ラインを巡る攻防となっている。これから上下動を経ながらも上抜け維持できる

か、上抜け定着に失敗するかの見極めとなる。重要な週足ラインは、各通貨ペア

で13週、26週、40週の各移動平均線、週足・一目均衡表の基準線と転換線などと

なっている。 

＜日銀利上げと財務省・日銀の円安抑止策＞ 

日銀については、9月17－18日政策会合での利上げ観測が高まっている。すで

に9月利上げは織り込まれつつあり、焦点は9月以降の利上げペース加速の度合い

や、最終的な利上げゴールの金利水準引き上げとなってきた。今週は27日に日銀

の氷見野良三副総裁が講演を行うが、目先は日銀幹部発言のほか、マスコミへの

リーク報道などで、利上げのペースや最終水準を見定める展開となる。 

これから市場想定よりも強い利上げ強化（タカ派）姿勢が見られると、全般円

高へと作用。反対に現在の市場関係者が想定している範囲内となる場合や、市場

想定ほど利上げ強化の姿勢が見られなければ、全般円安の余地がある。 

日本の財務省・日銀は物価高抑制や日本国債の安定化などに向けて、円安抑制

姿勢を維持させている。今後、改めて急激なスピードで1ドル162－164円方向に
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ドル／円の日足；１５日移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

１５日平均を上抜けの局面では、バンド上限方向が短期的な上値メド

１５日平均方向が下値メド、１５日平均下抜け局面ではバンド下限方向が下値メド

ドル／円 バンド上限＝１６０．１６

１５日平均＝１５８．７９ バンド下限＝１５７．４２

※↑

１５日平均
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ドル高・円安が再加速される場合、口先介入の強化や日本単独の円買い介入が

想定される。 

一方、為替介入は「急変動時への対応」で国際的に認められており、前週の

ようにドル/円の変動が落ち着いている場合、介入を実施すると国際ルール違反

になる。同時に7月末の日米協調による円買い介入のあと、ベセント米財務長官

は「次なる日銀の金融政策や高市政権の財政政策を見極める」姿勢を示してい

る。その点で9月17－18日の日銀政策会合での日銀行動までは、よほどの為替急

変動でない限り、介入は見送りとなりやすい。 

＜米国とイランの対立＞ 

米国とイランは緊張対立が続いており、前週後半からは米国が「史上最大の

制裁」方針を示す一方、イランは「対応シナリオを用意」と牽制している。ホ

ルムズ海峡などの運行障害を含めて、緊張対立が続く限りは資源・商品相場の

高止まりが警戒されやすい。 

米国を始めとした世界的なインフレ上昇と金利上昇の圧力となり、為替相場

ではドル/円、クロス円で円安・外貨高や円高抑制の要因となる。資源・商品の

輸入依存度が高い日本では輸入増と貿易収支悪化の要因となり、ドル/円、クロ

ス円でドルなどの外貨の押し目買い（円は戻り売り）地合いを維持させてい

く。 

＜米国AI企業の決算発表＞ 

米国株市場では今週26日にAI半導体大手エヌビディアや、インテュイット、

セールスフォースといったソフトウエア企業が四半期決算の発表を行う。基本

的には底堅い内容により、米国株市場の上昇要因となる。ただし、AI・ハイテ

ク関連株は戻り売りの強まりも見られ、関連株は再上昇となっても戻り売り圧

力に押される可能性もある。 

為替相場では米国株の下落局面で、安全逃避通貨であるドルや円が上昇とな

りやすい。反対に米国株の上昇局面ではリスク選好により、対ドルと対円で非

ドル通貨の上昇が支援されそうだ。 
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豪ドル／円とＮＺドル／円；４５日移動平均線を中央値のボリンジャーバンド

４５日平均を上抜けの局面では、バンド上限方向が短期的な上値メド

４５日平均方向が下値メド、４５日平均下抜け局面はバンド下限方向が下値メド

豪ドル／円（左軸） バンド上限＝１１４．８０ ４５日平均＝１１２．６７

バンド下限＝１１０．５５ ＮＺドル／円（右軸） バンド上限＝９５．８２

４５日平均＝９３．４４ バンド下限＝９１．０６

※４５日平均
焦点
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